
大阪府立図書館　第四期活動評価（令和元-4(2019-2022)年度）

重点目標評価シートⅡ

下半期 上半期 下半期

基本方針
Ⅱ 　府立図書館は、幅広い資料の収集・保存に努め、すべての府民が正確な情報・知識を得られるようサポートします。

現状と課題

　資料費の効率的な執行と、寄贈資料の適切な受入により蔵書構築を行い、また大阪府域における保存図書館としての役割を果たすため、保存資料を精査し収蔵スペースを確保する取組を、今後も継続して進めていく。
  所蔵資料の一層の活用を図って、テーマ毎の資料展示や、Ｗｅｂ上での資料紹介などの情報提供に努めてきたが、貸出冊数が漸減していることは課題である。ますます進展するデジタル環境のもと、商用データベースや電子媒体
資料とともに、所蔵資料をより多くの府民へ、効果的に提供する方法を模索し、提示することが必要である。

重点目標

重点目標項目 成果指標と数値目標

効果的な蔵書の構築 商用データベースや電子媒体資料と紙媒体資料の効果的な提供方法の提案

令和4(2022)年度

取組内容
令和元(2019)年度 令和2(2020)年度 令和3(2021)年度 令和4(2022)年度

上半期 下半期

効果的な蔵書の構築

評価 令和元(2019)年度 令和2(2020)年度 令和3(2021)年度

上半期 下半期 上半期

図書館の
自己評価

中央、中之島両館職員による、「紙・電子媒体資料統合
提供調査チーム」を立ち上げ、ウェブスケールディスカバ
リー（図書館が提供するあらゆる情報資源をまとめて一
元的に検索できるようにするサービス）、電子書籍、電子
ジャーナル等について情報収集を行った（会議開催4回、
セミナーへの参加7回、有識者への聞き取り2回、訪問調
査3回、アンケート調査2回)。調査結果は「中間報告」※と
してまとめ、館内の意見を聴取した。(※別紙「概要版」参
照)

協議会意見
（外部評価）

公共図書館における紙・電子媒体資料の統合提供は前
例の少ない、最先端の課題であるが、取り組みの端緒と
して本年度の調査は高く評価できるものである。

調査検討チームの

編成、文献調査、

方向性検討

調査開始：学識経験者か

ら意見聴取、先行館の見

学・聞き取り、簡易報告ま

とめ、館内意見聴取

アンケート、データ抽出

等、客観的データ収集

方法の検討、府内市町

村立図書館との連携の

検討

市町村との合同調

査チームの結成、

調査準備（内容と項

目の精査）

合同調査開始
調査結果の集約

調査報告書案の

作成

報告書案に対する

館内、関係者、

学識経験者の意見

聴取、追加調査

調査報告書完成

細部の精査、公表


